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店頭有価証券のリスク説明書 

 

本書面は、店頭有価証券というリスクが高い商品を取引するにあたって、投資家であるお客

様にそのリスクをよく理解しただくため交付し説明するものです。 

あらかじめよく読みご理解ください。 

その上で、お客様ご自身の判断と責任において取引を行う旨を記載した確認書を弊社に差入

れていただきますので、ご了解ください。 

 

（１）店頭有価証券（我が国の法人が国内において発行する取引所金融商品市場に上場され

ていない株券、新株予約権証券及び新株予約権付社債券をいいます）は、以下の特徴

から、一般的に非常に高いリスクがあります。 

 

① 取引の参考となる気配及び相場が存在しないとともに、換金性が著しく乏しい

証券です。 

② 流通性が著しく低く、売却したいときに売却できない可能性が高く、売却でき

たとしても、希望の価格で売却できないおそれがあります。 

③ 市場での取引価格が存在せず、価格算定が困難です。 

④ 譲渡制限が付され、当該店頭有価証券を譲渡する際は発行者の承認を受ける必

要がある場合があり、当該店頭有価証券の売買を行っても権利の移転が発行者

によって認められないおそれがあります。 

⑤ 発行者の業務や財産等の変化により、その価値が無くなるおそれがあります。 

⑥ 一般的に、上場株式等に比して発行者の倒産リスク等が高く、投資金額が全く

回収できないおそれがあります。 

⑦ 金融商品取引法に基づく開示、又は金融商品取引所の規則に基づく適時情報の

開示と同程度の開示は義務付けられていません。 

⑧ 発行者の財務情報について、公認会計士又は監査法人による監査は行われてい

ない場合があります。 

 

（２）店頭有価証券が、新株予約権付社債券である場合、上記（１）のほか、以下のリスク

があります。 

① 金融商品市場、その他の指標にかかる変動等により損失が生じるおそれがあり

ます。 

② 基本的に市場の金利水準の変化に対応して変動することがあります。一般的に

は金利が上昇する過程では債券価格は下落し、逆に金利が低下する過程では債

券価格は上昇することになります。したがって、金利水準の変化に対応して価

格が変動すること等により、投資元本を割り込み、損失が生じるおそれがあり

ます。 

③ 発行者の信用状況に変化が生じた場合、投資元本を割り込み、損失が生じるお

それがあります。 

④ 発行者の信用状況の悪化等により、元本や利子の支払いが滞ったり、支払不能

が生じるリスクがあります。 
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⑤ 一般に、信用格付業者による格付がなされていないため、発行者の信用状況の

悪化等により、元本や利子の支払いが滞ったり、支払不能が生じるリスクに対

する第三者による意見がありません。また、一般に、そのリスクは、投資適格

の格付けを取得しているものよりも高いと考えられます。 

⑥ その価値や価格は、行使対象株式の価値や価格の変動の影響を受け、損失が生

じる可能性があります。 

⑦ 新株予約権をあらかじめ定められた期限内に行使しないことにより、行使対象

株式を取得できず、損失が生じる可能性があります。 

⑧ 権利行使により株式を取得した場合は、株式としての価格変動リスクを受ける

ことに留意が必要です。 

⑨ 権利行使により株式を取得した場合は、当該株式から配当が支払われないこと

があり、また社債券のように償還及び利息の支払が行われるものではありませ

ん。 

⑩ 権利行使により取得した株式も店頭有価証券であり、上記（１）のリスクがあ

ります。 

 

以 上 


